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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 26,350 ― 1,173 ― 1,290 ― 586 ―

20年3月期第3四半期 22,886 13.5 1,257 49.0 1,394 28.5 825 4.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 21.10 21.10
20年3月期第3四半期 29.73 29.65

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 40,254 20,334 50.4 729.51
20年3月期 39,726 20,419 51.3 733.20

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  20,289百万円 20年3月期  20,372百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 10.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,000 2.7 1,650 0.6 1,800 5.4 1,000 △9.4 35.96

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご参照ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、 その他特記事項 
１．平成20年11月13日発表の連結業績予想の修正は行なっておりません。本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報
及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は３ページ
【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、第２四半期から、「財務諸表等の用語、様式及び作
成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成２０年８月７日 内閣府令第５０号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の「四半期連結財務諸
表規則」を早期に適用しております。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  29,347,500株 20年3月期  29,347,500株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  1,535,200株 20年3月期  1,562,463株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  27,808,357株 20年3月期第3四半期  27,779,197株

－ 1 －



 

 

 

【定性的情報・財務諸表等】 
 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における日本経済は､米国金融危機の深刻化等による世界的な景気後退の

影響を受け、生産や消費の減退、株式市場の低迷、さらに急速な円高などによって景気の減速感が強ま

る状況で推移いたしました。 

当社関連のコンクリート製品業界におきましては､民間設備投資や住宅着工の減少等による国内建設

投資の縮小などから需要が減少し、企業間競争はますます激化しており、当社グループを取り巻く経営

環境はより厳しい状況となっております。 

こうした中で当社グループは、事業領域の拡大、事業構造改革の推進、新技術・新商品の開発を基本

方針とする中期経営計画『New Hume Challenge 計画―新しい日本ヒュームの挑戦―』の目標達成に向け、

成長基盤の強化として高支持力杭、高付加価値製品、工事等の拡販などに引き続き取り組んでまいりま

した。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は２６６億４５百万円、売上高は２６３億５０百万円

となりました。 

損益につきましては、原材料価格の高騰等による原価アップを売上増や効率化などで吸収できず、営

業利益が１１億７３百万円、経常利益が１２億９０百万円、四半期純利益が５億８６百万円となりまし

た。 
 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 
 

① コンクリート製品事業 

コンクリート製品事業は、拡販に注力してきた高支持力杭等が好調に推移したことなどにより、当

第３四半期連結累計期間の受注高が１８４億８４百万円、売上高が１８１億９８百万円、営業利益が

１億３７百万円となりました。総売上高構成比は６９.１％であります。 
 

② 工事事業 

工事事業は、高支持力杭工法による工事等が引き続き好調に推移したことなどにより、当第３四半

期連結累計期間の受注高が７８億２４百万円、売上高が６６億５１百万円、営業利益が３億２７百万

円となりました。総売上高構成比は２５.２％であります。 
 

③ その他事業 

その他事業は、賃貸用不動産収入やスポーツ運営事業等が厳しい状況で推移したことなどにより、

当第３四半期連結累計期間の受注高が３億３６百万円、売上高が１４億９９百万円、営業利益が７億

７百万円となりました。総売上高構成比は５.７％であります。 
 
 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

  (１) 資産、負債及び純資産の状況 

   当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ５億２７百万円増の４０２億５

４百万円となりました。これは、前連結会計年度末より現金及び預金が５億２７百万円、有形固定資

産が７億１百万円、投資有価証券が３億１０百万円、それぞれ減少しましたが、受取手形及び売掛金

が８億５１百万円、商品及び製品が３億４８百万円、未成工事支出金が８億９８百万円それぞれ前連

結会計年度末より増加したことなどによるものであります。 

負債は１９９億２０百万円となり、前連結会計年度末より６億１２百万円増加しました。これは、

支払手形及び買掛金が前連結会計年度末より５億３４百万円増加したことなどによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末より為替換算調整勘定が２億１０百万円増加しましたが、利益剰余金

が８百万円、その他有価証券評価差額金が２億８５百万円、それぞれ減少したことなどにより、前連

結会計年度末に比べ８５百万円減少して２０３億３４百万円となりました｡ 
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(２) キャッシュフローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は２８億４４百万円となり、前連

結会計年度末に比べて５億５２百万円減少いたしました。 

 

① 営業活動によるキャッシュフロー 

当第３四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、３３百万円となりました。こ

れは、税金等調整前四半期純利益１１億４３百万円、たな卸資産の増加額１２億７７百万円、売上債

権の増加額１０億４百万円などによるものであります。 

 

② 投資活動によるキャッシュフロー 

当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用された資金は、２億１５百万円となりまし

た。これは、固定資産の取得による支出１億４４百万円などによるものであります。 

 

③ 財務活動によるキャッシュフロー 

当第３四半期連結累計期間において財務活動により使用された資金は、３億５９百万円となりまし

た｡これは、配当金の支払額２億７７百万円、短期借入金の純減少額６３百万円などによるものであ

ります。 

 
 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の日本経済の見通しにつきましては、世界同時不況により景気悪化が深刻化し、企業業績の悪化や

それに伴う雇用環境の不安定化による個人消費の落ち込みなど、更なる景気後退が懸念されるなど非常に

厳しい状況が予想されます。 

当社グループを取り巻く経営環境は、民間設備投資の減少等の影響などによって需要が急激に減少する

ものと思われますが、中期経営計画『New Hume Challenge 計画』の目標達成に向けて全力を傾注してまい

ります。 

平成 21 年３月期の業績予想につきましては、平成 20 年 11 月 13 日に公表いたしました「平成 21 年３月

期第２四半期決算短信」における業績予想に変更はありません。 

 
 

４．そ の 他 

(１) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

  該当事項はありません。 

 

(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。棚卸資産の簿価切

下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行

う方法によっております。 

 

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
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  (３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成 19 年３月

14 日 企業会計基準第 12 号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委

員会 平成 19 年３月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号)を適用しております。また、「四半期連

結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 18 年７月５

日 企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による

簿価切下げの方法）に変更しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益

及び経常利益並びに税金等調整前四半期純利益が６６百万円、それぞれ減少しております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

 

③ 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

当連結会計年度より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（企業会計基準委員会 平成 18 年５月 17 日 実務対応報告第 18 号）を適用しております。 

 これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

 

〔追加情報〕 

有形固定資産の耐用年数の変更 

当連結会計年度より、従来、当社及び連結子会社（東邦ヒューム管㈱）においては、機械装置につ

いて、耐用年数を７～12年としておりましたが、平成 20 年度の法人税法の改正による法定耐用年数

の変更に伴い、６～９年に変更しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益が２４百万

円、営業利益が２５百万円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が２６百万円、それぞれ減少し

ております。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,886,897 3,414,209

受取手形及び売掛金 13,676,020 12,824,889

商品及び製品 2,739,470 2,390,913

原材料及び貯蔵品 495,862 484,509

未成工事支出金 1,895,531 996,710

その他 396,092 324,721

貸倒引当金 △123,322 △56,045

流動資産合計 21,966,552 20,379,905

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,100,837 4,217,368

土地 3,735,093 4,025,066

その他（純額） 1,380,450 1,675,081

有形固定資産合計 9,216,381 9,917,515

無形固定資産 69,141 75,995

投資その他の資産   

投資有価証券 8,430,624 8,741,345

その他 799,428 792,745

貸倒引当金 △227,464 △180,535

投資その他の資産合計 9,002,588 9,353,556

固定資産合計 18,288,110 19,347,065

資産合計 40,254,663 39,726,971

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,611,457 11,076,779

短期借入金 2,478,807 2,597,905

未払法人税等 101,353 373,055

賞与引当金 1,897 140,855

工事損失引当金 44,372 10,629

関係会社整理損失引当金 132,643 －

その他 1,700,773 969,741

流動負債合計 16,071,304 15,168,964

固定負債   

長期借入金 － 14,161

退職給付引当金 1,977,720 2,066,577

役員退職慰労引当金 149,948 200,138

その他 1,721,227 1,857,433

固定負債合計 3,848,895 4,138,308

負債合計 19,920,199 19,307,272
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,251,400 5,251,400

資本剰余金 4,685,197 4,685,138

利益剰余金 9,996,494 10,005,227

自己株式 △391,407 △398,098

株主資本合計 19,541,684 19,543,667

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 488,225 773,524

繰延ヘッジ損益 － 6,320

為替換算調整勘定 259,491 48,604

評価・換算差額等合計 747,716 828,448

少数株主持分 45,062 47,584

純資産合計 20,334,463 20,419,699

負債純資産合計 40,254,663 39,726,971
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 26,350,452

売上原価 22,430,227

売上総利益 3,920,224

販売費及び一般管理費 2,746,992

営業利益 1,173,231

営業外収益  

受取利息 2,949

受取配当金 66,943

持分法による投資利益 172,664

その他 148,123

営業外収益合計 390,680

営業外費用  

支払利息 39,137

為替差損 191,993

その他 42,386

営業外費用合計 273,517

経常利益 1,290,395

特別利益  

固定資産売却益 69,812

貸倒引当金戻入額 13,576

移転補償金 16,261

特別利益合計 99,650

特別損失  

固定資産売却損 8

固定資産除却損 38,160

減損損失 43,028

貸倒引当金繰入額 26,400

関係会社整理損失引当金繰入額 132,643

その他 6,345

特別損失合計 246,585

税金等調整前四半期純利益 1,143,459

法人税、住民税及び事業税 551,240

法人税等調整額 7,503

法人税等合計 558,743

少数株主損失（△） △2,165

四半期純利益 586,881
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,143,459

減価償却費 551,652

減損損失 43,028

のれん償却額 1,923

貸倒引当金の増減額（△は減少） 221,557

賞与引当金の増減額（△は減少） △138,957

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △37,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △50,189

退職給付引当金の増減額（△は減少） △88,856

工事損失引当金の増減額（△は減少） 33,743

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） 132,643

ゴルフ会員権評価損 4,245

受取利息及び受取配当金 △69,893

支払利息 39,137

為替差損益（△は益） 188,725

持分法による投資損益（△は益） △172,664

固定資産売却損益（△は益） △69,803

固定資産除却損 38,160

売上債権の増減額（△は増加） △1,004,965

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,277,563

前受金の増減額（△は減少） 597,009

仕入債務の増減額（△は減少） 551,824

その他の流動資産の増減額（△は増加） 22,976

その他の流動負債の増減額（△は減少） 72,923

その他の固定資産の増減額（△は増加） △615

その他の固定負債の増減額（△は減少） 16,632

小計 749,134

利息及び配当金の受取額 139,093

利息の支払額 △36,090

法人税等の支払額 △818,207

営業活動によるキャッシュ・フロー 33,930

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △24,844

固定資産の取得による支出 △144,424

固定資産の売却による収入 94,508

投資有価証券の取得による支出 △30,421

子会社株式の取得による支出 △1,923

関係会社整理に関する支出 △109,441

その他の投資の増減額（△は増加） 677

投資活動によるキャッシュ・フロー △215,869
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △63,342

長期借入金の返済による支出 △24,857

自己株式の取得による支出 △4,198

自己株式の売却による収入 10,949

配当金の支払額 △277,928

財務活動によるキャッシュ・フロー △359,376

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,840

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △552,156

現金及び現金同等物の期首残高 3,396,699

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,844,542
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
 

(４) 継続企業の前提に関する注記 

 

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 
 

(５) セグメント情報 
 

① 事業の種類別セグメント情報 
 
 
  当第３四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年12月31日）         （単位：千円） 

項   目 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 
製品事業 

工事事業 その他事業 計 
消去又は 

全 社 
連 結 

売 上 高   

(1) 外部顧客に対する売上高 18,198,885 6,651,720 1,499,846 26,350,452 - 26,350,452

(2) ｾｸﾞﾒﾝﾄ間の内部売上高又は振替高 3,118 - 2,560,689 2,563,808 (2,563,808) -

計 18,202,003 6,651,720 4,060,536 28,914,260 (2,563,808) 26,350,452

営 業 利 益 137,970 327,842 707,419 1,173,231 - 1,173,231
   

（注）１. 事業区分は、製品の種類及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

   ２. 各区分に属する主要な製品 
        ① コンクリート製品事業 コンクリート製品の製造・販売、部分品等の販売 

        ② 工 事 事 業 杭打工事等、諸工事の請負 
         ③ そ の 他 事 業 コンクリート製品製造用型枠の製造販売、不動産の賃貸、 
                    上下水道の設計・コンサルティング等の事業、スポーツ施設運営等 

 

３．会計方針の変更等 

   （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

【定性的情報・財務諸表等】４．（３）② に記載のとおり、当連結会計年度より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を適用

し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更し

ております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間における「コン

クリート製品事業」の営業利益が６６百万円減少しております。 

 

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い） 

【定性的情報・財務諸表等】４．（３）③ に記載のとおり、当連結会計年度より「連結財務諸

表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18年

５月17日 実務対応報告第18号）を適用しております。 

この変更による影響は軽微であります。 

 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

【定性的情報・財務諸表等】４．〔追加情報〕に記載のとおり、当連結会計年度より、従来、当

社及び連結子会社（東邦ヒューム管㈱）においては、機械装置について、耐用年数を７～12年と

しておりましたが、平成20年度の法人税法の改正による法定耐用年数の変更に伴い、６～９年に

変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間における営業利

益は「コンクリート製品事業」が１９百万円、「工事事業」が６百万円それぞれ減少しております。 

 

日本ヒューム㈱ (5262)  平成21年３月期 第３四半期決算短信

－ 10 －



 

 

 

② 所在地別セグメント情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

 

③ 海外売上高 

      当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第３四半期連結累計期間における配当金の支払により利益剰余金が、２億７８百万円減少してお

ります。また、当連結会計年度より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面

の取扱い」（実務対応報告第18号）を適用したことにより利益剰余金が、３億１７百万円減少してお

ります。 
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）（要約）四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～平成19年12月31日）

（平成20年３月期　第３四半期）

金　　　額

Ⅰ 22,886 

Ⅱ 19,097 

3,789 

Ⅲ 2,531 

1,257 

Ⅳ

63 

117 

125 

306 

Ⅴ

53 

74 

42 

169 

1,394 

Ⅵ

0 

2 

0 

3 

Ⅶ

14 

41 

55 

1,341 

403 

101 

11 

825 

営 業 外 収 益

販売費及び一般管理費

売 上 高

売 上 原 価

営 業 利 益

売 上 総 利 益

為 替 差 損

営 業 外 費 用

持 分 法 に よ る 投 資 利 益

そ の 他 の 営 業 外 収 益

支 払 利 息

営 業 外 収 益 合 計

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金

特 別 利 益 合 計

固 定 資 産 売 却 益

四 半 期 純 利 益

そ の 他 の 特 別 損 失

特 別 損 失 合 計

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

固 定 資 産 除 却 損

営 業 外 費 用 合 計

そ の 他 の 営 業 外 費 用

特 別 損 失

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

そ の 他 の 特 別 利 益

経 常 利 益

特 別 利 益

区　　　分

前年同四半期

（単位：百万円）
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（２） （要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～平成19年12月31日）

Ⅰ

1,341 
535 
18 
1 

△0 
14 

△117 
6 
1 
1 

111 
△264 
△108 
△144 

△9 
0 

△63 
53 
48 

1,692 
△1,865 

△78 
164 
212 
△8 

1,542 
125 

△60 
△509 

1,097 

Ⅱ

△0 
△486 

0 
△0 

△20 
61 

△444 

Ⅲ

△23 
△14 
△4 

8 
△226 

△260 

Ⅳ △2 

Ⅴ 391 

Ⅵ 2,211 

Ⅶ 2,602 

投 資 有 価 証 券 消 却 損

ゴ ル フ 会 員 権 売 却 損

仕入債務の増加額

資金の貸付による 支出

固定資産の売却による収入

その他固定負債の減少額

賞 与 引 当 金 の 減 少 額

その他流動負債の増加額

貸 倒 引 当 金 の 増 加 額

退職給付引当金の減少額

為 替 差 損

支 払 利 息

役員賞与引当金の減少額

役員退職慰労引当金の減少額

売上債権の減少額

棚卸資産の増加額

定期預金の預入による支出

現金及び現金同等物の増加額

自己株式取得による支出

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純減 少額

区　　　分

営業活動によるキャッシュ・フロー

減 価 償 却 費

減 損 損 失

投資有価証券の購入による支出

その他流動資産の増加額

利 息 の 支 払 額

財務活動によるキャッシュ・フロー

配 当 金 の 支 払 額

法 人 税 等 の 支 払 額

小　　　　　　　　　　　計

自己株式売却による収入

現金及び現金同等物に係る換算差額

（単位：百万円）

固定資産の取得による支出

固 定 資 産 売 却 益

の れ ん 償 却 額

受取利息及び受取配当金

持分法による投資 利益

前年同四半期

固 定 資 産 除 却 損

（平成20年３月期 第３四半期）

金　　　額

投 資 有 価 証 券 評 価 損

工事損失引当金の増加額

現金及び現金同等物の四半期末残高

税金等調整前四半期純利益

そ の 他 投 資 の 減 少 額

現金及び現金同等 物の 期首 残高

長期借入金の返済による支出

利息及び配当金の受取額

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

日本ヒューム㈱ (5262)  平成21年３月期 第３四半期決算短信

－ 13 －




